
（別紙３）

～ 2026年 2月10　日

（対象者数） 38名 （回答者数）
34名

～ ２０２６年　２月　１０日

（対象者数） 　6名 （回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

BCPに沿った訓練を行えるようにしていく。

2

子どもたちの成長や社会性を伸ばすために、地域の交流や社

会性を身につける体験など積極的に取り入れていく。

3

○事業所名    放課後デイサービスあんず

○保護者評価実施期間
2026年　1月　10日

○保護者評価有効回答数

２０２６年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２６年　２月　２５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

非常災害時に備え、定期的に訓練は行っているが、事業所だけ

で行っている。

地域と連携した訓練や、実際に地域の避難場所まで行く訓練も

検討していく。また避難時の服薬や食材なども考えていく。

地域の活動参加や地域の子どもたちの関わりが少ない。 長期休みや活動時間が長い時には、地域の公園や図書館などを

利用しています。

日々の活動の中で成長や問題を感じた時、保護者様に伝え共有

していく。

日々の子どもたちの活動内容や普段の様子を保護者様により詳

しく伝わるよう連絡帳に写真を添付しお伝えしています。

5領域を取り入れた活動。 固定した活動プログラムにならないように、五領域を取り入れ

た活動を発達状況や特性に合わせて、日替わりで活動予定を決

めています。

環境を整えている。 環境的に広いスペースやバリアフリーになっている事で肢体不

自由児の子どもたちも安心して利用できている。

事業所における自己評価総括表公表


